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道
路
特
定
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

　

道
路
特
定
財
源
は
受
益
者
負
担
を
原
則

と
す
る
目
的
税
で
あ
り
、
使
途
を
限
定
す

る
こ
と
に
よ
り
車
両
保
有
者
が
負
担
し
て

き
た
貴
重
な
財
源
で
あ
る
。
こ
の
道
路
特

定
財
源
に
よ
り
わ
が
国
の
道
路
整
備
は
円

滑
に
進
捗
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
15
年
以
降
道

路
特
定
財
源
の
一
部
が
使
途
拡
大
さ
れ
た

の
を
契
機
と
し
て
、
更
な
る
使
途
拡
大
や

一
般
財
源
化
に
向
け
た
見
直
し
が
政
府
の

経
済
財
政
諮
問
会
議
等
で
議
論
さ
れ
て
き

た
。
ま
た
、
平
成
17
年
11
月
25
日
の
税
制

調
査
会｢

平
成
18
年
度
の
税
制
改
正
に
関

す
る
答
申｣

に
お
い
て
も
特
定
財
源
を
一

般
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
べ
き
と
の

答
申
が
さ
れ
て
い
る
。

　

移
動
や
輸
送
の
大
部
分
を
自
動
車
交
通

に
依
存
し
て
い
る
地
方
に
と
っ
て
、
道
路

は
地
域
の
日
常
生
活
や
産
業
活
動
を
支
え

る
最
も
基
礎
的
な
社
会
資
本
で
あ
る
が
、

依
然
と
し
て
道
路
整
備
が
不
十
分
で
あ
る

た
め
に
、
日
常
生
活
や
産
業
活
動
に
大
き

な
支
障
を
来
た
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。

　

よ
っ
て
、
国
は
地
方
に
お
け
る
道
路
整

備
の
実
情
と
重
要
性
を
十
分
認
識
し
、
道

路
特
定
財
源
を
確
保
し
、
道
路
関
係
事
業

に
充
当
す
る
と
と
も
に
、
地
方
の
計
画
的
・

効
率
的
な
道
路
整
備
を
促
進
さ
せ
る
た
め

に
、
地
方
へ
の
財
源
配
分
の
比
率
を
高
め

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に

よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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公
契
約
法
制
定
な
ど
、
公
共
工
事
に
お
け
る
建
設
労
働
者
の

適
正
な
労
働
条
件
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

　

建
設
労
働
者
の
適
正
な
労
働
条
件
を
確

保
す
る
と
と
も
に
公
共
工
事
に
お
け
る
安

全
や
品
質
の
適
切
な
確
保
に
つ
い
て
特
段

の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　

建
設
業
の
就
業
者
数
は
全
国
で
６
３
０

万
人
と
、
全
産
業
の
就
業
者
数
の
約
10
％

を
占
め
て
お
り
、
我
が
国
の
基
幹
産
業
と

し
て
経
済
活
動
と
雇
用
機
会
の
確
保
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
建
設
業
に
お
い
て
は

元
請
と
下
請
と
い
う
重
層
的
な
関
係
の
中

で
、
建
設
労
働
者
の
賃
金
体
系
は
常
に
不

安
定
な
状
態
に
あ
り
、
加
え
て
、
不
況
下

に
お
け
る
受
注
競
争
の
激
化
と
近
年
の
公

共
工
事
の
減
少
が
施
工
単
価
や
労
務
費
の

引
き
下
げ
に
つ
な
が
り
、
現
場
で
働
く
労

働
者
の
生
活
を
不
安
定
な
も
の
と
し
て
い

る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
平
成
13
年
４
月
に
公

共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
参
議

院
の
国
土
・
環
境
委
員
会
で｢

建
設
労
働

者
の
賃
金
、
労
働
条
件
の
確
保
が
適
切
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と｣

と
の
附

帯
決
議
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
諸
外

国
で
は
公
契
約
に
お
け
る
適
正
な
賃
金
の

支
払
い
を
確
保
す
る
法
律
、
い
わ
ゆ
る
公

契
約
法
の
制
定
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ

る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
建
設
労
働
者

の
適
正
な
労
働
条
件
を
確
保
す
る
と
と
も

に
公
共
工
事
に
お
け
る
安
全
や
品
質
の
適

切
な
確
保
の
た
め
に
、
次
の
措
置
を
講
じ

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１
、
公
共
工
事
に
お
け
る
建
設
労
働
者
の

適
正
な
賃
金
、
労
働
条
件
を
確
保
す
る

た
め
、
関
係
法
令
の
整
備
等
を
図
る
こ

と
。

２
、｢

公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適

正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律｣

の
附
帯

決
議
事
項
に
つ
い
て
、
実
効
性
の
あ
る

施
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に

よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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サ
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マ
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増
税
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消
費
税
率

の
引
き
上
げ
な
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大
増
税
に
反

対
を
求
め
る
請
願
書
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み
な
さ
ん
か
ら
の

み
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さ
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か
ら
の

■
患
者
・
国
民
負
担
増
計
画
の
中
止

と
「
保
険
で
安
心
し
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を
求
め
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請
願
書
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意見書を
国に提出


